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縫目の強きに関する研究(第3報)
洗浄による縫目の強きの変化
中嶋朝子・吉田花美・林田喜美子
STUDIES ON THE TENSILE STRENGTH OF THE SEAMS. 1. 
THE CHANGE IN THE STRENGTH OF THE SEAMS BY WASHING 
By ASAKO NAKASHIMA， HANAMI YOSHIDA AND KIMIKO HAYASHIDA 
緒 雷
被服鎚製の問題は新しいせんいや布の製造及びその加工法の変化，更にまた高速度ミシンなどの出
現に伴い，従来の縫方では縫目がちぢむとか，縫製中針の温度上昇のため布や縫糸が融かされるとか
(1) 
など不都合な点が生じてきた。針の温度上昇に関する研究にはw.S. Sondbelmのものがある。
私、逮はさきに，作業服などの縫自の強さについて検討したいと考え，布の強さと縫糸の強さと針目
(2) 
の大きさとの関係について研究した。
これに次いで，夏服などの洗織を度々行わねばならない場合の縫目の強さについて検討したいと考・
えた。中でも紡鍛性と合成せんいの感じを併せもつ樹脂加工綿布を用いて，これをカタン糸 ・絹ミシ
ン糸で縫った場合について，洗浄前と洗浄後の縫目の強さを測定し，洗浄による縫自の強さの変化を
考察した。ヨたにその概要を報告する。
実 験
樹脂加工事i布 f夏の婦人子供服)4種と無加工の綿布1種をカタン糸 ・絹ミシン糸で.針目の大き
さを8通りに変化して経った試料に対し，洗浄前と洗浄後の縫目の抗張力を測定した。
1.試料用布
試料に用いた綿布の物理的性質は第1表の通りである。樹脂加工綿布の対照としてタフサーだけ無
加工のものを加えた。
1.縫糸
用いた縫糸は4種で，その強伸度は第2表の通りである。
( 11 ) 
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第1:表試料用布の物理的性質
布11糸の太さ 糸本密Icm度 平菌室 淳さ 切強断力 伸切断び番手~I Ja m1m 経 |緯 経 |締 mgc/ znz 註gl 一 備 考経 総 百1m cm % 
タッサー 40/2 40/2 0.19 0.26 42.9 18.7 18.3 0.29 18.96 10.66 樹脂加工無し
タッサ ー 40/2 40/2 0.22 0.27 42.0 19.0 18.4 0.32 15.40 10.15 樹脂加工
シャンプレー 20/1 20/1 0.23 0.15 30.3 30.9 16.8 0.31 7.94 9.46 " モタレノ 40/2 40/2 0.28 0.32 32.6 27.6 19.0 0.40 10.54 4.63 " グログラγ 64/2 S%/2 0.25 0.46 26.2 10.5 22.4 0.42 1.74 10.36 " 
第2表縫糸の強イ申度
.番 手 単糸の場合 引揚糸の場合 引銭糸の強さ縫 糸 s' 強さ(均)I伸び(%) 強さ刷 |伸び(%) 事糸の強さ
カタン糸 50・s 0.770 5.2 1.429 4.5 1.86 
" 80's 0.473 3.9 0，827 3.0 1.75 絹 糸 50's 0.899 21.2 1，575 13.6 ]. 75 。 80's 0.607 19.0 1，078 13.1 1.78 
(註) これらの飽は試料糸数20医lの平均俗である。
11.試料作製
各試料布を巾 6cm・丈10cm に裁ち切る。この際，布の両耳は糸密度が一般に密になっているの
で耳から 5cm 巾は取除いて裁断した。
IV. 抗張力の測定
上記試料の抗張力をツヨッパー型電動式布引張り試験機(松井精機製)で測定する。引張り速度は
28m/sec，クランプ間隔 10cm。
測定日は洗浄前が昭和32年4月21日~同26日で，その温湿度は180-240，560~69%。洗浄後が同
8月16日~同20日で，その温湿度は32"内外，45-58%である。
V.洗浄方法
自洋舎の行ったもので，AILの色シャツ洗瀦方式により，洗浄を20回線返したり洗浄方法を要約
すると第3衰の通りである。
洗濯機は回転式工業用洗灘機で，その構造は木製横型円筒ぐ外胴}の中にこれよりやや小さい円筒
ぐ内胴)があり，この内胴の両板の中央に軸がついていて，これが回転する仕掛けとなっている。内
胴の円筒面には径 12cm の穴が多数あいているから，外胴に洗濯液を入れると，洗濯液は内胴の中
にも入ることとなる。内胴回転は両方向へ2回半まわる。回転速度は 18-22回jmin。内胴の中の洗
沼物は内胴に附属している桟によって回転の際もち上げられ，一定の高さに達すると自重で落下し，
( 12 ) 
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(AIL) 
負荷量 1kgに対する添加盆 i鼠r、。度 時(分)fU! f谷
石験 |結晶ソー |酸浴 |染料 | 糊 |水 1盆gr ダ lr αgr lr 
予 洗 12.5 一 一 6 30 5 
2 洗 浄 16.6 5.2 一 5 80 20 
3 濯 ぎ 一 一 一 一 9 ω 5 
キ @ 一 一 10 40 5 
5 海(酸浴背味付ぎ) 一 一 7 0.0125 一 満水 冷 5 
6 楓 イサ 一 一 一 一 澱粉60 4 40 5-7 
式方漉洗第3表
石般の pHは 8-8.5.純石自負分 91%。(註)
この時洗浄作用が行われる。
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涜浄前の縫目の強さ1. 
樹脂加工綿布4種(タ ッサ ・ー グログラン ・モクレノ ・シャンプレー〉と無加工綿布1種ぐタ ッサ
カタン糸80's・50's及び絹ミシン糸旬、・50'sを用いて，針自の大きさを 1cm聞に 3・4一〉を，
5・6・7・8・10と変化して縫った場合の縫目の抗張力は第1図 (a)・(b)・(c)・(<1)の通りで
ある。
布切について
針目数が多くなると布切を生じている場合が多く ，文強い縫糸で縫った時に布切が生じやすくなっ
ている。即ち
シャンプレー……50'sの糸(カタン ・絹)で針目数を 6/cmより多くした時に布切を生じている。
80'sの糸(カタン ・絹)の時は 10/cm の針目数で布切。
モグレノ……50'sの糸で針目数 5/cmの時はやや目隙となり， 6/cm から布切が出来た。 80'sの
糸の時は絹糸の場合が 6/cmと 7/cm の針目で目隙が出来，8/cm と 10/sm の針目で布切。カタ
ン糸の場合は 8/cm の針目で日隙，10/cmの針目で布切を生じている。
グログラン……50'sの糸で針B数 7/cm の時に自隙が出来，8/cm の針目以上では布切。 80'sの
糸で 10/cm の針自の時布切が出来た。
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タッサ ・ー・・・無加工 ・加工とも 50'Sの糸で針目数 10/cm の時に布切を生じた。
布切を起す場合は布の強さに対し縫糸が強く，針目の小さい場合である。向布の糸密度や組織など
も多少影響するようである。というのは糸密度の粗いモクレノは密なるシャンプレーより抗張カが大
なるにも拘らずシャンプレーより布切のおこる場合が多くなっているから。
2. 布切のない亀合の纏自の強さ
縫糸だけが切れた場合ぐ布切のない場合)の縫自の強さは針目数の婚加とともに増大し，その増大
の程度は縫糸の強さによって異なる。
各布とも縫目の強さの順位は， 50'sカタン糸で縫った場合>50・s絹糸で縫った場合>80's絹糸で
縫った場合>80'sカタン糸で縫った場合。
ところが縫糸の強さの順位は， 50's絹糸>50'sカタン糸>80's網糸 >80'sカタン糸で， 50'sの
絹糸とカタン糸との順位が逆になっている。これは繕うことによって縫糸の強さが減少し，その減少
度が糸の種類によって呉るのではないかと考-えられる。 (この点は目下研究中)
文同一縫糸で縫った場合の縫自の強さは第1図の如く各布とも大差なく，針目数の増加とともにほ
ぼ直線状に増大している。
無加工タッサーと樹脂加工タ ァサーとの縫自の強さには大差ないが，布自体の強さは第1表の如く，
無加工>加工である。
1. 洗浄後の縫目の強さ
洗浄後の縫目の強さと針目の大きさとの関係は第1図 (a)・(b)・(c)・(d)の通りである。
1. 布切について
布切は各布とも洗浄前より針目数の多いところでおこっている。各布についてみるに，タッザーは
無加工 ・加工ともに布切なくぐ洗浄前は 50'Sの糸で 10/cm の針目散の時布切)，グログランは針目
数 10/cm で布切(前は 50'sの糸で 8/cmの針目数の時から布切九モクレノは各糸とも10/cmの
針目数で目隙や布切が出来た(前は 50'sの糸で針回数 6/cmの時から布切)，シャンプレー 50'sの
糸で 10/cm の針回数の時布切(前は 50'sの糸で 6/cmの針目数の時から布切)。
これは洗浄により布が強くなったためとも考えられる。
2. 布切のない場合の纏自の強さ
縫糸だけの切れた場合(布切のない場合)の縫闘の強さは，針闘数の増加とともに増大しているこ
とは洗浄前と同じ。
縫自の強さの順位は，各布とも 50'sカタ ン糸で縫った場合>50's絹糸で縫った場合>8O'sカタン
糸て・縫った場合>80's網糸で縫った場合で，これを洗浄前と比較すると，80'sカタ ン糸で縫った場合
と 80・s絹糸で縫った場合とが逆になれ 80's絹糸の場合が一番弱くなっている。文縫糸の強さと比
較すると，50's・80・sともにカタン糸と絹糸との順位が逆になっている。これは縫製 ・洗浄により絹
糸が弱くなったためとも考・えられる。
( 15 ) 
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順位の変化は以上の如くであるが，縫自の抗張力そのものの値の大小は，カタン糸の場合は50's・
80'sともに概ね洗浄前<洗浄後となれ絹糸の場合は 50's・旬、ともに概ね洗浄前>洗浄後となっ
ている。 これは洗濯方法で述べた如く高温アルカリ洗浄を行ったため，絹はアルカりに弱いことから
絹糸が弱ったものと考えられ，文カタン糸で縫った場合に多少強くなったことは木綿せんいがアルカ
リに強く，水洗にも強い性質のあらわれかもしれない。
考 察
1.洗浄前後の差
以上の実験成績において，縫糸が切れた場合(布切のない場合〉の縫目の強さは，洗浄後はカタン
糸で縫った場合が概ね強くなり，絹糸で縫った場合は概ね弱くなる傾向を認めたので，洗浄前と洗浄
後の縫自の強さに差があるか否かを検定した。検定の結果は第4・5表の通りである。
第(4表は各布のそれぞれに対し，洗浄前と後の差及び縫糸の相違による差の要因に有意性があるか
否かを検定した結果である。
第4表各布別にみた洗徐育iJ後における差の有意、性
布 名届よ旦竺|仇 m 4/cm 
A 
無力¥1工 Y 
タツザ・ー AxY 
R(AY) 
A 
樹E旨加工 Y 
タツサー AxY 
R(AY) 
A 
樹脂加工 Y 
シャンプレー AxY 
R(AY) 
d 
樹脂加工 Y 
モPレノ AxY 
R(AY) 
d 
樹脂加工 Y 
グログラン AxY 
R(AY) 
註) 九・5%の危険率で有志
A・・洗浄前後の差
0.3 0.2 
200.3制 483.7 旗本
9.3 8.8 
5.8 5.5 
6.2 1.0 
225.1 * 376.5事お
15.7・e 5・0
2.6 3.9 
1.5 18.6ホ
139.5脚 418.6旗本
12.0柿 18.8 * 
2.0 3.0 
29.7 2.3 
175.8務権 283.6綿
7.5 * 16.1権
2.2 4.2 
1.7 0.2 
196.5柿 435.8榊
7.7 1.2榊
3.0 2.7 
料・・1%の危険率で有意
Y・・経糸による差
( 16 ) 
5/cm 
0.2 
867.8 * 
76.6榊
5.6 
8.2 
5ω.9紳
18・9
4.9 
]4.0 
619.4 ** 
48.9制
6.5 
15.3 * 
442.4締
77.9柿
3.5 。
532.0耕
6.7 
7.0 
6/cm 
0・1
1163.4・
38.9・
10・4
19.8 
893.8・移
28.9本
10・1
3.7 
1049.1 *
33.5本ホ
6.3 
33.2 * 
491.7榊
33.5綿
6.1 
23.7 
994.7 *潮
23.0 
8.3 
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糸
第5事長各経糸別にみた洗浄前後における差の有意性
名届よぞ~I 3/cm I 4/cm I 仇 m
A 
カタン糸 50's T 
AxT 
R(AT) 
A 
カタン糸 80's T 
AxT 
R(AT) 
A 
絹 糸 50's
1. 
Ax1" 
R(AT) 
A 
紛 糸 80・8 T 
Ax1" 
R(A1") 
E主) *.・ 5%の危険都で有意
A・・・洗浄前後の差
75.6特 6.4 
4.3 9.0 
7.5 14.8 
4.0 6.1 
52.8梓 14・2:c< 
8.6鞘 4.1 
2.4 3.1 
1.4 2.3 
8.7 53.3 'It:c< 
1.6 10.1怠
3.9 13.0 • 
2.6 3.7 
34.5特 44.3・8
5.3本本 3.7 
1.4 。
1.2 2.3 
制・・1%の危険絡で布芯
T.・布による差
13.7 
25.6手
20.6本
9.6 
146・5持
21.6 :;手
3・9
3.8 
79.3特
4.6 
11.3 
6.1 
116.9・8
6.9 
5.6 
5.6 
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6/cm 
29.6 
85.4樟
47.8綿
10.4 
164.7.. 
8.6 
5.2 
6.4 
45.9 * 
53.5斡
9.1 
8.6 
116.8梓
10.2 
2.2 
6.8 
第 5 ~侵は各縫糸の夫々に対し， 洗浄前と後の差及び布の種類による差の主要因に有意性があるか否か
を検定した結果である。
検定の結果は第4表の如く縫糸による差は何れの場合も1%以下の危険率で有意となった。
文この検定の結果から洗浄による差は縫糸によっても呉る場合のあることがわかる。向洗浄による
差が縫糸によって呉ることは第5表に明らかである。
即ちカタン糸 50'sの場合は 3/cmの針目で縫った時のみ，カタン糸 8O'cmの場合は 3/cm・4/
cm・5/cm・6/cmの針目で縫った時で全部，絹糸 50'sの場合は 4/cm・5/cm・6/cmの針目で経
った時，絹糸 80'sの場合は 3/cm・4/cm・5/cm・6/cm の針目で縫った時で全部，が有意となっ
た。ということは，80'Sカタン糸及び 80's絹糸で縫った場合の縫自の強さは布の如何にかかわらず
洗浄によって変化し， 50'sカタン糸で経った場合は 3/cmの針自のときのみ， 50's絹糸で縫った場
合は 3/cm の針目以外のときに洗浄によって変化したということになる。
布による差は第5表の如く有意差のある場合がない場合よりやや少ない。
要するに，この実験においては，洗浄前と洗浄後の縫自の強さに変化をあたえる妥困は布の相違よ
りも鍾糸の相違の方が大きいことが明らかとなった。そしてカタン糸で縫った場合は強くなれ絹糸
で縫った場合は弱くなり，中でも 80'sの糸で縫った場合はカタン糸 ・絹糸ともに馨るしい差の有意
性を示した。
( 17 ) 
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11.縫目効率(縫目の強さの布の強さに対する比)について
f2) 
本研究第1報と問機，洗浄前の縫自の強さに対して，縫目効率と布糸100本当りの針目数との関係
を求めたところ，縫目効率(経糸だけが切れた時Jの最高は759訟で，シャンプレー・タッサー ・グロ
グラン ・未加工タッサー・モクレノの順に小さくなり ，モクレノの布切のはじまる限界での縫目効率
は35%内外である。
向継目効率の大小は大体パラメ ーター(布糸1本当りの強さに対する綿糸引掛強さの比〉の大なる
順序になっていることは第1報と一致した結果である。但しカタン糸と網糸のように縫糸の種類が呉
ると一寸ずれる傾向がある。
II. 縫糸効率 (縫目の強さの縫糸引掛強さX針回数に対する比)について
(3) 
本研究第2報の如く ，縫糸効率 f縫糸だけの切れた場合)とー針日中の布糸数との関係を各布に対
して求めると，針B数の大きいところ即ちー針目中の布糸数の大なるところでは縫糸効率は概して低
い。これは第2報ピニロ γサージ・デニムをカタン糸で縫った時と同傾向である。その一例を第2固
に示す。
文洗浄前と後とを比較すると，各布とも洗浄前は洗浄後よりカタン糸の場合はやや効率がよくな
り，絹糸の場合は効率がやや悪くなっている。
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要 約
洗浄による縫自の強さの変化を知るた
め，樹脂加工綿布4種(タッサ ・ー シャ
ンプレ ・ー モクレノ ・グログラン〉と無
加工綿布1種に対し，縫糸4種〈カタン
糸50s・同80's・絹糸50's・同80'りを用
いて針目数を 1cm当り 3・4・5・6・7
8・10)と7通りに変えて縫った場合の縫
自の抗張力を洗浄前と洗浄後について測
定した。
( 1)洗浄前の縫自の強さ
引張り試験を行った場合，布の強さに
対し経糸が強く針自の小さい場合は布切
を生じている。
縫糸だけが切れた場合ぐ布切のない場
合〉の縫目の強さは針目数の増加ととも
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に治大し，その増大の程度は経糸の強さによって興る。文同一経糸で縫った場合の鑓自の強さは各布
とも大差なし針目教の増加とともにほぼ直線状に橋大している。
(2) iを浄後の縫自の強さ
布切れは各布とも洗浄前より針目数の多いところで生じている。
縫糸だけの切れた場合の縫自の強さは，針目散の櫓加とともに増大し，文同一縫糸で縫った場合の
それは各布とも大差ないことは洗浄前と同じである。
縫自の抗張力の大小は洗浄により変化し，カタン糸で縫った場合は50's・80'sとも概ね洗浄ir.J<洗
怜後となれ絹糸で縫った場合は 50's・80'sとも概ね洗浄前>洗浄後となっている。
ぐ3)よって洗浄前と後の縫目の強さの差の有意性を検定したところ，それは緯糸による差が大き
いことが明らかとなった。そしてカタン糸で縫った場合は強くなり ，絹糸で縫った場合は弱くなり，
中でも 80・sの糸で経った時にカタン糸 ・絹糸ともに馨るしい差の有意性を示した。
絹糸で縫った場合に弱くなったことは絹のせんいがアルカりに弱いことから，高温アルカ P洗浄の
結果と考えられ，カタン糸で縫った場合に多少強くなったことは木綿せんいがアルカりに強く ，水洗
にも強い性質のあらわれかもしれない。
(2) 
(4)本測定値に対しても第1報と同様に経目効本と布糸1∞本当りの針回数との関係、を求めたと
ころ，経目効率の大小は大体パラメ ーターの大小の順となり，第1報と一致した結果を示した。
(3) 
文第2報と同織に経糸効率と 1針目中の布糸教との関係を求めたところ，1針目中の布糸教の多い
ところでは縫糸効E容が低<.第2報ビニロ ンデユム ・向サージなどと同傾向を示した。文縫糸効率lま
洗浄によりカタン糸の場合は251くなり，絹糸の場合は低くなっている。
稿を移るにのぞみ，実験の便宜を与えられた阪大工'宇都谷村先生に感謝し，試料を御提供下さった
呉羽紡絞に対し;溺置を表す。
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Summary 
1n ordor to stndy tne chango in tho tensilo strongth of the singlc seam by 
washing， tcsts wcro carricd Ollt on spccimens， fonr resin-trcato<l cotton fabrics 
and one non.treated cotton fabric， each of 5cm breaclth， which wcre sown with 
fOllr kinds of thrcads， the nnmbers of stitchos varying from 3 to 10 pcr cm. 
Thc tcnsilc stength of the seams was tcstcl with a Shopper's testing mechine. 
The colored-shirt method by A1L was uscd for washing the specimens. 
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Experimental reS¥11ts are as follows : 
The values of breaking strength of the seams after washing were generally 
greater than those before washing as are shown in Fig. 1 (a)姐 d(b). when 
specimcns were scwn with cotton thrcads Nos. 50 and 80. On thc other hand， they 
were generally smaller as are shonw in Fig. 1 ( c) ancl ( cl) when specimens were 
sewn with silk threads Nos. 50 and 80. 
Statistical tests have led to the resnlts that there exists c1ifference of signifi・
cance between the tensile strengtbs of the seams before and after washing， when 
these fabrics are sewn with the same kind of threacl. 
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